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１ 駅のホームには何が、どのように書かれていたか？
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ＪＲ北海道 ＪＲ西日本

駅名標は 
ひらがな主体であるべきか？ 

漢字主体であるべきか？



東急田園都市線 東急田園都市線（〜2000年代）

国鉄（JRの前身） 戦前の駅名標どうしてかつては「ひらがな」主体だったのか？ 
なぜ「ひらがな」主体ではなくなったのか？



なぜ京都駅ではこの看板？

なぜ英語（ローマ字）と韓国
語なのか？ 

中国語対応はなぜしないの
か？

なぜ名古屋駅ではこの看板？

なぜ英語（ローマ字）と韓国
語，中国語，そしてポルトガル
語なのか？

なぜ京都駅にはなかったの
に，漢字表記に，日本漢字に
加えて中国語簡体字も付け
ているのか？

なぜ「街の中にある言語」（公共の場で用いられることばの表現）は 
そうなっているのだろうか。 

そこには人々のどんな「価値観」や「力」が働いているだろうか？ 

日本にも多様な人がいる時代，私たちは 
「街の言語景観」（公共の中の言葉のありかた）をどう考えていけばいいだろうか？
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２ 私たちの周りの「多言語表示」と、そこにある賛否



駅の行き先案内などに多言語表記があると憤激してしまう残念な人が結構いるけ
れど、「急ぎの時に見て外国語表記になっているタイミングだと焦る」という文
句は、まぁ解らなくもない。千代田線のこの英・中・韓表記の時にも「ふりがな」
の日本語が残ったままになっているのは中々良い解決法だと思う。





なぜ「多様な表記」は増えているのか？ 
「作り手」はなぜこれらをつくるのか？

前提確認① 
「英語表記」 

だけでは 
なぜだめか？

前提確認② 
「多言語表記」の 

限界は何か？



なぜ「多様な表記」は増えているのか？ 
「作り手」はなぜこれらをつくるのか？

前提確認① 
「英語表記」 

だけでは 
なぜだめか？

前提確認② 
「多言語表記」の 

限界は何か？

「英語」でいい人、よくない人 
「英語」は万能ではない。 

日本に来る／住む非日本語母語話
者は、「英語母語話者」ではない

ことも多い

「看板」という制約 
物理的な面積の存在 

「何を載せて、何を載せない」を 
考えなければいけない 

「優先順位」が生まれる



盲者にとっては、非漢字空間に生きている。漢字は端的に
言って「障害となる」。 
たとえパソコンが使えるようになっても、晴眼者同様に漢字
を使うことはできない。常に「表記ミスをしていないか」や
「固有名詞の漢字」について困り、疎外感・排除感を感じる。 

（ましこ・ひでのり「ニホンジンのニホンジンによるニホンジンのためのニホン
ゴ」『ことばと文字』p.111, 2014年）

外国人、日本語を学習中の子どもたち（外国人の子どもだけ
ではなく）にとっての表記の多様さは、社会へのアクセスや
参加にとっての「障害」になっている。 
「何が書いてあるかわからない」状態の「割合」は表音文字
の世界と比べてどうか？

なぜ「多様な表記」は増えているのか？
日本社会の多様な「マイノリティ」の社会アクセス



３ 言語景観分析：作り手はどんな価値観を持っているのか？







事例ア 
羽田空港 

なぜ羽田空港には、多言語表示が多くなされているのに、 
「うらが白色のきっぷ」は日本語だけなのか？









事例イ 
ある県営団地 

ある県営団地の十字路にある看板には 
多言語表記のものとそうでないものがある。 

多言語表記されやすいもの、されにくいものがあるのはなぜか？









事例ウ 
新大久保 

日本語があるものと、日本語が書かれないものの違いは何か？ 
なぜ日本語を書かないのか？



１　どんな人が、なぜ、それを作ったのだろうか？

２　作り手は，どんな「言語についての価値観」を持っているか？

３　作り出された「景観」は，人々にどんな「影響」を与えるだろうか？

３ 言語景観分析：作り手はどんな価値観を持っているのか？



１　どんな人が、なぜ、それを作ったのだろうか？

２　作り手は，どんな「言語についての価値観」を持っているか？

３　作り出された「景観」は，人々にどんな「影響」を与えるだろうか？

命題①　「言語景観」には作り手がいる。作り手の主観が反映される。

命題②　作成者は「そのコミュニティにとってよかれ」と思い、合理的
配慮のもとでそれをつくる

命題③　「言語景観」には作り手が持っている主観 
　　　　　＝「社会の中であるべき言語価値観」が反映されている

命題④「言語景観」に反映された作り手の「社会の中であるべき言語価
値観」は，そのコミュニティにいる人たちのことばの価値観に
も影響を与える

概念 「言語景観」から見えること



ⓐ多様な言語話者の存在や、多言語世界が考えられるもの 

ⓑしかしながら「疑問（なんでそうなってるの？）」も浮かぶものを撮影する 

▶緊急事態宣言発令中につきインターネットから探してもかまいません笑 
　1枚ものでも、複数枚のものでもかまいません。複数枚の場合、PPTなどで1
ページに収める。それを画像化（jpgやpng）して持っておく。

ＨＷ この場所に住む言語話者の多様性を踏まえて 
「言語景観しよう」（Doing Language Landscape）！

①　ⓐの写真を互いに見せる 

②　ⓑをもとに「疑問」も共有するとともに、「私はそれに対してこ

う考えた」を今日の命題をもとに分析する。 
③「わかりみが深い！」（深い問題が潜む）と思った言語景観画像を
選ぶ。

「あ、ここにはきっと、いろいろな言語話者の存在が見え隠れするなあ」 
「でも、なんで？」 
──とちょっと感じてしまう、「言語景観」を「言語景観する」。

次回、その写真をクラスで共有します。


